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4 1 等差数列・等比数列

等差数列・等比数列1

数列……次のⒶ，Ⓑのように，数を 1列に並べたものを数列といい，数列の各数を項という。
1，3，5，7，9，11，13，……　⇦ Ⓐ （正の奇数を小さい順に並べた数列）

⇦ Ⓑ （自然数の 2乗を小さい順に 7個並べた数列）1，4，9，16，25，36，49　
項は最初から順に初項（第 1項），第 2項，第 3項，…… といい，n番目の項を第 n項という。
また，数列Ⓐのように，項の個数が無限である数列を無限数列といい，数列Ⓑのように，項の個
数が有限である数列を有限数列という。有限数列では，項の個数を項数，最後の項を末項という。

例 ①　数列Ⓐの初項は 1，第 2項は 3，第 5項は 9である。
②　数列Ⓑの項数は 7，末項は 49である。

数列の表し方……数列を一般的に表すには，1つの文字に項の番号を添えて a1，a2，a3，……，an，……
のように書く。また，この数列を，" an ,と略記することがある。数列の第 n項 anが
 nの式で表されるとき，この anを数列 " an ,の一般項という。

例 ①　数列 " an ,の一般項が an = 2n - 1で表されるとき（⇨ 数列Ⓐ）
 anの式に n = 1，2，3，…… を代入すると，次のように数列の各項が求められる。

a1 = 2 $ 1 - 1 = 1，　　a2 = 2 $ 2 - 1 = 3，　　a3 = 2 $ 3 - 1 = 5，　　……
a8 = 2 $ 8 - 1 = 15，　　……

②　数列 3，- 6，9，- 12，15，…… の一般項 anの推定
符号を除いた数列 3，6，9，12，15，…… の第 n項は 3nで表される。
符号は，奇数番目の項が+，偶数番目の項が-であるから，第 n項の符号は ] - 1 gn + 1で表される。
よって，一般項は，an = ] - 1 gn + 1 $ 3n

確 認 問 題 1 次の問いに答えよ。

⑴　一般項が次の式で表される数列 " an ,の，初項から第 5項までを求めよ。
①　an =- 2n + 5 ②　an = 3n

③　an = 
n

n3 1-
 ④　an = ] - 1 gn

⑤　an = ] - 1 gn + 1 $ n2 ⑥　an = 5

⑵　次の数列 " an ,の一般項を求めよ。
①　0，3，6，9，12，…… ②　1，- 2，3，- 4，5，……

③　1，8，27，64，125，…… ④　1 $ 3，2 $ 4，3 $ 5，4 $ 6，5 $ 7，……

⑤　2，
3
4

 ，
5
6

 ， 8
7

 ，
9
10

 ，…… ⑥　- 
3
1

 ， 1
9

 ，- 
1
27

 ， 1
81

 ，……

Point 1 数列の定義
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51 等差数列・等比数列

等差数列……数列 a1，a2，a3，……，an，…… において，各項に一定の数 dを加えると，次の項が得ら
れるとき，この数列を等差数列といい，dをその公差という。このとき，どんな自然数 nに
対しても，an + 1 = an + d，すなわち an + 1 - an = dという関係が成り立つ。

例 初項 4に，次々に 3を加えて得られる数列 " an ,：4，7，10，13，16，…… について，隣り合う 2つの
項の差 an + 1 - anは，a2 - a1 = 7 - 4 = 3，a3 - a2 = 10 - 7 = 3，a4 - a3 = 13 - 10 = 3，…… となり，常
に一定の数 3になる。
このとき，数列 " an ,は初項 4，公差 3の等差数列という。

等差数列の一般項
数列 " an ,が初項 a，公差 dの等差数列であるとき，

a1 = a，　a2 = a + d，　a3 = a + 2d，　a4 = a + 3d，　…… 

となるので，一般項 anは次の式で表される。
an = a + ( n - 1 ) d

例 初項 3，公差 4の等差数列 " an ,の一般項は，an = 3 + ] n - 1 g $ 4 = 4n - 1

例えば，第 10項は，a10 = 4 $ 10 - 1 = 39

また，147は，147 = 4n - 1を解くと，n = 37となるから，第 37項

第 3項が- 7，第 10項が 35である等差数列 " an ,の一般項を求めよ。
解き方 初項を a，公差を dとして，a，dについての連立方程式を作り，これを解く。

解  答 初項を a，公差を dとすると，
 a3 =- 7より，a + 2d =- 7

 a10 = 35より， a + 9d = 35

これを解いて，a =- 19，d = 6

よって，an =- 19 + ] n - 1 g $ 6 = 6n - 25 答 an = 6n - 25

確 認 問 題 2 次の問いに答えよ。

⑴　次の等差数列 " an ,の一般項を求めよ。また，その第 18項を求めよ。

①　初項が 2，公差が 5 ②　初項が 6，公差が- 
2
1

③　- 7，- 3，1，5，…… ④　21，13，5，- 3，……

⑵　次の等差数列 " an ,の一般項を求めよ。
①　初項が- 13，第 9項が 3 ②　初項が 100，第 7項が 46

③　公差が 3，第 10項が 55 ④　公差が- 
4
1

 ，第 8項が 0

⑶　第 4項が 12，第 9項が 47である等差数列 " an ,の一般項を求めよ。また，117は第何項か求めよ。

⑷　第 15項が 37，第 35項が- 23である等差数列 " an ,の一般項を求めよ。また，この数列が初めて負の数
になるのは第何項か。

Point 2 等差数列

+ d + d+ d + d + d

a1 a2， ， a3，……， ， anan - 1

a

] n - 1g個
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6 1 等差数列・等比数列

等差中項……数列 a，b，cがこの順に等差数列をなすとき，中央の項 bを等差中項という。
等差数列をなす 3つの数については，次の1または2のように扱う。
1　数列 a，b，cが等差数列ならば，公差を dとすると，a = b - d，c = b + dである
から，3つの数は，次のように等差中項 bを中心に左右対称の形に表される。

b - d，b，b + d

2　数列 a，b，cが等差数列ならば，b - a = c - bから，2b = a + cとなる。
逆に，2b = a + cならば，b - a = c - bとなり，数列 a，b，cは等差数列になる。
よって，次のことが成り立つ。

数列 a，b，cが等差数列 , 2b = a + c

例 数列 5，b，11が等差数列であるとき，2b = 5 + 11より，b = 8となる。

等差数列をなす 3つの数があって，その和は 21，積は 315である。この 3つの数を求めよ。

解き方 上の1より 3つの数を b - d，b，b + dで表す方法と，上の2より 2b = a + cの関係を使う方法の
 2通りの解法がある。

解答１ 公差を dとし，等差数列をなす 3つの数
を b - d，b，b + dとすると，条件より，

] b - d g + b + ] b + d g = 21　…①
] b - d g b ] b + d g = 315 …②

①より，3b = 21

 b = 7

②に代入して，7 ] 72 - d2 g = 315

 49 - d2 = 45

 d2 = 4

 d =! 2

よって，求める 3つの数は，
 7 - 2，7，7 + 2または 7 + 2，7，7 - 2

すなわち，5，7，9

 答 5，7，9

確 認 問 題 3 次の問いに答えよ。

⑴　次の数列が等差数列となるように，それぞれ a，b，cの値を定めよ。

①　a，2，- 3 ②　7，b，- 19 ③　- 2，
2
5

 ，c

⑵　数列 4，a，7，bが等差数列であるとき，a，bの値を求めよ。

⑶　等差数列をなす 3つの数があって，その和は- 6で，積は 90である。この 3つの数を求めよ。

⑷　等差数列をなす 3つの数があって，その和は 12，積は- 80である。この 3つの数を求めよ。

Point 3 等差中項

解答２ 等差数列をなす 3つの数を a，b，cとすると，

条件より，
2b = a + c …①
a + b + c = 21　…②
abc = 315 …③

①，②より，b + 2b = 21

 b = 7

①より，a + c = 14 …④
③より，ac = 45 …⑤
④，⑤より，a ] 14 - a g = 45

 a2 - 14a + 45 = 0

 ] a - 5 g] a - 9 g = 0

 a = 5，9

④より，a = 5のとき，c = 9

a = 9のとき，c = 5

よって，求める 3つの数は，
5，7，9 答 5，7，9
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71 等差数列・等比数列

等差数列の性質
1　数列 " an ,が等差数列であるとする。

初項を a，公差を dとすると，第 n項は，an = a + ] n - 1 g d
すなわち，an = dn + ] a - d gであるから，d ] 0のとき，第 n項 anは nの１次式で表される。

2　逆に，第 n項 anは nの１次式で表されるとする。
 an = pn + q （p，qは定数）とすると，

an + 1 - an = " p ] n + 1 g + q , - ] pn + q g = p （一定）
また，　a1 = p $ 1 + q = p + q

よって，数列 " an ,は初項が p + q，公差が pの等差数列である。
1，2をまとめると，

an = pn + q , 数列 " an ,は初項 p + q，公差 pの等差数列

第 n項が 3n - 5である数列は等差数列であることを証明し，その初項と公差を求めよ。

解き方 数列 " an ,が等差数列であることを証明するには，an + 1 - an =一定（これが公差）になることを示す
方法と，等差数列の一般項 an = a + ] n - 1 g dと比較する方法の 2通りある。

解答１〔証明〕　an = 3n - 5とすると，an + 1 - an = " 3 ] n + 1 g - 5 , - ] 3n - 5 g = 3

よって，差 an + 1 - anが一定であるから，数列 " an ,は等差数列である。終
また，初項は a1 = 3 $ 1 - 5 =- 2，公差は 3である。 答 初項は- 2，公差は 3

解答２〔証明〕　第 n項は，3n - 5 =- 2 + ] n - 1 g $ 3であるから，
この数列は初項- 2，公差 3の等差数列である。終  答 初項は- 2，公差は 3

an = 4n - 3である数列 " an ,がある。この数列の項を，初項から 1つおきにとってできる数列
" bn ,：a1，a3，a5，…… は等差数列であることを示し，その初項と公差を求めよ。

解き方 数列 " bn ,の第 n項 bnを nの式で表し，bn + 1 - bnが一定であることを示す。

解  答 〔証明〕　bn = a2n - 1 = 4 ] 2n - 1 g - 3 = 8n - 7

bn + 1 - bn = " 8 ] n + 1 g - 7 , - ] 8n - 7 g = 8

よって，差 bn + 1 - bnが一定であるから，数列 " bn ,は等差数列である。終
また，初項は b1 = 8 $ 1 - 7 = 1，公差は 8である。 答 初項は 1，公差は 8

確 認 問 題 4 次の問いに答えよ。

⑴　第 n項が次の式で表される数列 " an ,は等差数列であることを示し，その初項と公差を求めよ。
①　an = 5n + 4 ②　an =- 7n + 3

⑵　第 n項が an = 3n - 2で表される数列 " an ,に対し，次の bn，cnを第 n項とする数列は，いずれも等差数列
であることを示し，その初項と公差を求めよ。
①　bn = a2n - 1 ②　cn = a2n

⑶　初項 3，公差 4の等差数列 " an ,，初項- 3，公差 6の等差数列 " bn ,に対し，一般項が cn = 2an + 3bnであ
る数列 " cn ,は等差数列であることを示し，その初項と公差を求めよ。

Point 4 等差数列であることの証明

SAM
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8 1 等差数列・等比数列

等差数列の和
初項 a，公差 d，項数 nの等差数列の末項を lとし，初項から第 n項までの和を Snとすると，

 Sn =  a  + ] a + d g + ] a + 2d g + …… + ] l  - d g + l  

+ g  Sn = l   + ] l  - d g + ] l  - 2d g + …… + ] a + d g + a 

 2Sn = ] a + l  g + ] a + l  g +  ] a + l  g + …… + ] a + l  g + ] a + l  g 
項の順序を逆にしたものを
辺々加える

右辺は ] a + l gの n個の和
 2Sn = n ] a + l g 
よって， Sn = 

2
1

 n ] a + l g 
また，l = a + ] n - 1 g dであるから，Sn = 

2
1

 n " 2a + ] n - 1 g d , 
したがって，初項 a，公差 d，末項 l，項数 nの等差数列の和 Snは，

Sn = 
2
1

 n ] a + l g = 
2
1

 n " 2a + ] n - 1 g d , 

例 ①　初項 7，末項 31，項数 13の等差数列の和は，

2
1

 $ 13 ] 7 + 31 g = 247

②　等差数列 70，65，60，55，…… の初項から第 20項までの和は，初項が 70，公差が- 5であるから，

2
1

 $ 20 " 2 $ 70 + ] 20 - 1 g $ ] - 5 g, = 450

初項 42，公差- 3の等差数列において，初項から第何項までの和が 231になるか。

解き方 初項から第 n項までの和を nの式で表し，nについての方程式を導き，それを解く。

解  答 第 n項までの和が 231になるとすると，

2
1

 n " 2 $ 42 + ] n - 1 g $ ] - 3 g, = 231

 n2 - 29n + 154 = 0

 ] n - 7 g] n - 22 g = 0

 n = 7，22

よって，第 7項または第 22項までの和が 231になる。 答 第 7項または第 22項

確 認 問 題 5 次の問いに答えよ。

⑴　次の等差数列の和を求めよ。
①　初項 5，末項 59，項数 10 ②　初項- 9，公差 4，項数 15

③　初項 30，公差 2，末項 62 ④　公差- 3，末項 2，項数 20

⑵　次の等差数列の和を求めよ。
①　1，6，11，……，176 ②　130，123，116，……，- 73

⑶　初項 7，公差 2の等差数列において，初項から第何項までの和が 112になるか。

⑷　初項 90，公差- 6の等差数列において，初項から第何項までの和が 450になるか。

⑸　初項 40，公差- 3の等差数列において，初項から第何項までの和が初めて負になるか。

Point 5 等差数列の和
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91 等差数列・等比数列

自然数の和…… 1から始まる n個の自然数は初項 1，末項 n，項数 nの等差数列であるから，その和は，

1 + 2 + 3 + …… + n = 
2
1

 n ] n + 1 g 

奇数の和…… 1から始まる n個の奇数は初項 1，末項 2n - 1，項数 nの等差数列であるから，その和は，
1 + 3 + 5 + …… + ] 2n - 1 g = n2　　

2
1

 n " 1 + ] 2n - 1 g, = n2

倍数の和……一般に，整数 pの倍数の和は，公差 pの等差数列の和として求める。

例 ①　1から 100までの自然数のうち，3で割り切れる数を順に並べると，
3 $ 1，　3 $ 2，　3 $ 3，　……，　3 $ 33

となる。これは，初項 3，末項 99，項数 33の等差数列である。

よって，その和は，
2
1

 $ 33 ] 3 + 99 g = 1683

②　10から 100までの自然数のうち，5で割ると 3余る数を順に並べると，
5 $ 2 + 3，　5 $ 3 + 3，　5 $ 4 + 3，　……，　5 $ 19 + 3

となる。これは，初項 13，末項 98，項数 19 - 2 + 1 = 18の等差数列である。

よって，その和は，
2
1

 $ 18 ] 13 + 98 g = 999

1から 100までの正の整数のうち，2の倍数または 7の倍数の和を求めよ。

解き方 2の倍数または 7の倍数の和は，（2の倍数の和） + （7の倍数の和） - （2と 7の公倍数の和）と考える。

解  答 2の倍数は 2 $ 1，2 $ 2，2 $ 3，……，2 $ 50となるから，この和は，

2
1

 $ 50 ] 2 + 100 g = 2550

 7の倍数は 7 $ 1，7 $ 2，7 $ 3，……，7 $ 14となるから，この和は，

2
1

 $ 14 ] 7 + 98 g = 735

 2と 7の公倍数は 14 $ 1，14 $ 2，14 $ 3，……，14 $ 7となるから，この和は，

2
1

 $ 7 ] 14 + 98 g = 392

よって，求める和は，2550 + 735 - 392 = 2893 答 2893

確 認 問 題 6 次の問いに答えよ。

⑴　上の自然数の和の公式を用いて，51から 150までの自然数の和を求めよ。

⑵　偶数の列 2，4，6，……，2nの和を求めよ。

⑶　1から 100までの自然数のうち，次のような数の和を求めよ。
①　6の倍数 ②　6で割ると 2余る数 ③　6で割り切れない数

⑷　2桁の正の整数のうち，次のような数の和を求めよ。
①　4の倍数 ②　4で割ると 3余る数 ③　4で割り切れない数

⑸　1から 200までの自然数のうち，3または 5で割り切れる数の和を求めよ。

Point 6 自然数の列の和
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10 1 等差数列・等比数列

和から一般項を求める
初項 a，公差 d，項数 n，末項 l，和 Snのうちのいくつかがわかれば，l = a + ] n - 1 g d，
Sn = 

2
1

 n ] a + l gを使って等式ができ，残りの要素が求められる。
初項から第 5項までの和が 55，初項から第 10項までの和が 185である等差数列 " an ,の一般項を
求めよ。

解き方 和の条件から，初項 a，公差 dについての連立方程式を作り，それを解く。

解  答 初項を a，公差を d，初項から第 n項までの和を Snとすると，

S5 = 55より， 
2
1

 $ 5 " 2a + ] 5 - 1 g d , = 55

S10 = 185より，
2
1

 $ 10 " 2a + ] 10 - 1 g d , = 185　　
すなわち，

a + 2d = 11

2a + 9d = 37

これを解いて，a = 5，d = 3

よって，一般項は，an = 5 + ] n - 1 g $ 3 = 3n + 2 答 an = 3n + 2

初項が 70，第 8項から第 17項までの和が 10である等差数列 " an ,の一般項を求めよ。
解き方 初項から第 n項までの和を Snとして，第 8項から第 17項までの和が 10 ⇨ S17 - S7 = 10

が成り立つことを利用する。

解  答 公差を d，初項から第 n項までの和を Snとすると，S17 - S7 = 10より，

2
1

 $ 17 " 2 $ 70 + ] 17 - 1 g d , - 
2
1

 $ 7 " 2 $ 70 + ] 7 - 1 g d , = 10

 700 + 115d =10

 d =- 6

よって，一般項は，an = 70 + ] n - 1 g $ ] - 6 g =- 6n + 76 答 an =- 6n + 76

＊第 8項から第 17項までの和が 10 ⇨ 初項 a8，末項 a17，項数 10の等差数列の和が 10であることを利用して，

2
1

 $ 10 ] a8 + a17 g = 10から公差 dの値を求める方法もある。

確 認 問 題 7 次の問いに答えよ。

⑴　次のような等差数列において，〔　〕内のものを求めよ。
①　初項が 4，初項から第 13項までの和が 13　〔公差〕

②　初項が 1，末項が 37，和が 190　〔項数と公差〕

⑵　次のような等差数列 " an ,の一般項を求めよ。
①　初項から第 9項までの和が- 18，初項から第 16項までの和が 80

②　初項が 100，第 9項から第 18項までの和が 0

③　第 10項が 2，第 10項から第 25項までの和が 392

④　初項から第 6項までの和が 42，第 7項から第 12項までの和が 66

Point 7 等差数列の和の利用
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111 等差数列・等比数列

等差数列の和の最大値・最小値
初項 a，公差 dの等差数列 " an ,の，初項から第 n項までの和を Snとすると，Snの値を最大または最小
にする nの値について次のことがいえる。
1　a 2 0，d 1 0であり，第 k項 akから負の数になるとすれば，Snの最大値は Sk - 1になる。
2　a 1 0，d 2 0であり，第 k項 akから正の数になるとすれば，Snの最小値は Sk - 1になる。

例 ①　等差数列 10，7，4，1，- 2，- 5，…… では，第 5項から負の数になるから，正の数の項だけの和，
すなわち初項から第 4項までの和が最大になる。
②　等差数列- 23，- 19，- 15，- 11，- 7，- 3，1，5，…… では，第 7項から正の数になるから，
負の数の項だけの和，すなわち初項から第 6項までの和が最小になる。

初項が 80，公差が- 6の等差数列 " an ,がある。初項から第 n項までの和 Snの最大値を求めよ。
解き方 上の1のように考える方法と，nの２次式となる Snを a ] n - p g2 + qに直す方法の 2通りの解法が

ある。

解答１ an = 80 + ] n - 1 g $ ] - 6 g 
=- 6n + 86

 an 2 0とすると，
- 6n + 86 2 0

 n 1 14.3g

この不等式を満たす最大の自然数は n = 14

だから，a1から a14までは正の数，a15から
は負の数になる。
よって，Snは，n = 14のとき最大となり，
最大値は，

S14 = 
2
1

 $ 14 " 2 $ 80 + 13 $ ] - 6 g, 
= 574 答 574

確 認 問 題 8 次の問いに答えよ。

⑴　初項が 47，公差が- 3である等差数列 " an ,がある。初項から第何項までの和が最大になるか。また，そ
の最大値を求めよ。

⑵　初項が- 50，公差が 4である等差数列 " an ,がある。初項から第何項までの和が最小になるか。また，そ
の最小値を求めよ。

⑶　初項が 38，初項から第 16項までの和が 8である等差数列 " an ,がある。初項から第何項までの和が最大に
なるか。また，その最大値を求めよ。

⑷　第 8項が- 12，第 15項が 30である等差数列 " an ,がある。初項から第何項までの和が最小になるか。ま
た，その最小値を求めよ。

Point 8 等差数列の和の最大・最小

解答２ Sn = 
2
1

 n " 2 $ 80 + ] n - 1 g $ ] - 6 g, 
=- 3n2 + 83n 

=- 3 c n2 - 
3
83

 n m 
=- 3 c n - 

83
6

 m2

 + 3 $ c 83
6

 m2

よって，Snは，n = 
83
6

 = 13.8gに最も

近い自然数 n = 14のとき，最大となり，
最大値は，

S14 =- 3 $ 142 + 83 $ 14

= 574

 答 574
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12 1 等差数列・等比数列

初項 1，公差 3の等差数列 " an ,と，初項 5，公差 4の等差数列 " bn ,に共通に含まれる項を，順に
並べてできる等差数列を " cn ,とする。このとき，" cn ,の初項と公差を求めよ。

解き方 数列 " an ,，" bn ,の項を，それぞれ実際に書き出してみると，
" an ,：1，4， 7 ，10，13，16，19，22，25，28，……
" bn ,：5，9，13，17，21，25，29，……

よって，" cn ,は，13，25，…… となり，初項は 13であり，公差は 12であると予想される。
このように，" cn ,の初項と公差を求めるとき，" an ,と " bn ,の各項を実際に並べて，初めに現れた
等しい値を初項とし，" an ,の公差と " bn ,の公差の最小公倍数を公差としてもよいが，これを数式
で論理的に求めると次のようになる。

解  答 an = 1 + ] n - 1 g $ 3 

= 3n - 2

 bn = 5 + ] n - 1 g $ 4 

= 4n + 1

数列 " an ,，" bn ,の各項のうち，共通な（値の等しい）数をmとし，ap = bqとすると，
m = 3p - 2 = 4q + 1　（p，qは自然数）　…①

よって，3 ] p - 1 g = 4q

 3と 4は互いに素（1以外に共通な約数がない）であるから，qは 3の倍数になる。
すなわち，q = 3n （nは自然数）とおける。
これを，①に代入して，m = 4 $ 3n + 1 = 12n + 1

すなわち，cn = 12n + 1

よって，数列 " cn ,の初項は，12 $ 1 + 1 = 13

公差は，12 答 初項は 13，公差は 12

＊ 3 ] p - 1 g = 4qから cnの式を求めるとき，上の 解  答  では，qは 3の倍数としたが，この代わりに，p - 1は
 4の倍数としてもよい。
このとき，p - 1 = 4n，すなわち p = 4n + 1

これを上の①に代入すると，m = 3 $ ] 4n + 1 g - 2 = 12n + 1となる。

確 認 問 題 9 次の問いに答えよ。

⑴　次の 2つの等差数列 " an ,，" bn ,に共通に含まれる項を順に並べてできる等差数列を " cn ,とするとき，
" cn ,の初項と公差を求めよ。
①　" an ,：初項 3，公差 3の等差数列，" bn ,：初項 5，公差 4の等差数列

②　" an ,：初項 3，公差 2の等差数列，" bn ,：初項 1，公差 7の等差数列

⑵　an = 3n - 2，bn = 5n + 3 （n = 1，2，…… ）で定義される 2つの数列 " an ,，" bn ,のどちらにも現れる値の
うち，200以下になるものの個数とその総和を求めよ。

⑶　1000以下の自然数で，4の倍数であり，かつ，7で割ったときの余りが 3となるものの個数と総和を求めよ。

Point 9 ２つの等差数列の共通項
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131 等差数列・等比数列

等比数列……数列 a1，a2，a3，……，an，…… において，各項に一定の数 rを掛けると，次の項が得ら
れるとき，この数列を等比数列といい，rをその公比という。このとき，どんな自然数 nに

対しても，an + 1 = r an c 特に，a1 ] 0，r ] 0のとき， a
an

n 1+
 = r mが成り立つ。

例 初項 2に，次々に 3を掛けて得られる数列 " an ,：2，6，18，54，162，…… について，隣り合う 2つの

項の比 
a

a

n

n 1+
 は，

a

a

1

2
 = 

2
6

 = 3，
a

a

2

3
 = 

6
18

 = 3，
a

a

3

4
 = 

54
18

 = 3，…… となり，常に一定の数 3になる。

このとき，数列 " an ,は初項 2，公比 3の等比数列という。

等比数列の一般項
数列 " an ,が初項 a，公比 rの等比数列であるとき，

 a1 = a，　a2 = ar，　a3 = ar 2，　a4 = ar 3，　…… 

となるので，一般項 anは次の式で表される。
an = arn - 1

例 初項 7，公比- 2の等比数列の一般項は，
an = 7 $ ] - 2 gn - 1

第 2項が- 6，第 5項が 48である等比数列 " an ,の一般項を求めよ。
解き方 初項を a，公比を rとして，a，rについての連立方程式を作り，これを解く。

解  答 初項を a，公比を rとすると，
ar =- 6　…①
ar 4 = 48 …②

② ' ①より，r 3 =- 8

 r 3 = ] - 2 g3

 r =- 2

①より，a = 3

よって，一般項は，an = 3 $ ] - 2 gn - 1 答 an = 3 $ ] - 2 gn - 1

確 認 問 題 10 次の問いに答えよ。

⑴　次の等比数列 " an ,の一般項を求めよ。また，その第 7項を求めよ。

①　初項が 3，公比が 3 ②　初項が 48，公比が- 
4
1

 ③　- 2，2，- 2，2，……

④　1，- 6，36，- 216，…… ⑤　4，
3
4

 ，
9
4

 ， 4
27

 ，…… ⑥　4，- 6，9，- 
2
27

 ，……

⑵　次の等比数列 " an ,の一般項を求めよ。
①　初項が 5，第 4項が 135 ②　公比が- 5，第 5項が- 25

⑶　次の等比数列 " an ,の一般項を求めよ。
①　第 3項が 32，第 4項が- 128 ②　第 2項が 48，第 4項が 12

③　第 5項が- 20，第 8項が 160 ④　第 2項が- 324，第 6項が- 64

Point 10 等比数列

 # r  # r # r  # r  # r

a1 a2， ， a3，……， ， anan - 1

a

] n - 1g個

=

（注）　r ] 0のとき，r 0 = 1と定める。

また，r- n = 
r

1
n
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14 1 等差数列・等比数列

等比中項……数列 a，b，cがこの順に等比数列をなすとき，中央の項 bを等比中項という。
等比数列をなす 3つの数については，次の1または2のように扱う。
1　数列 a，b，cが等比数列ならば，3つの数は a，ar，ar 2 （rは公比）で表される。

2　数列 a，b，cが等比数列ならば，abc ] 0のとき，
a

b
 = 

b

c
 から，b2 = acとなる。

逆に，b2 = ac，abc ] 0ならば，
a

b
 = 

b

c
 となり，数列 a，b，cは等比数列になる。

すなわち，数列 a，b，cが等比数列（abc ] 0） , b2 = ac

例 数列 3，b，12が等比数列であるとき，b2 = 3 $ 12 = 36より，b =! 6となる。

等比数列をなす 3つの数があって，その和は 26，積は 216である。この 3つの数を求めよ。

解き方 上の1より 3つの数を a，ar，ar 2で表す方法と，上の2より b2 = acの関係を使う方法の 2通りの
解法がある。

解答１ 公比を rとし，等比数列をなす 3つの
数を a，ar，ar 2とすると，条件より，

a + ar + ar 2 = 26　…①
a $ ar $ ar 2 = 216 …②

②より，] ar g3 = 216 

] ar g3 = 63

 ar = 6

 r = 
a

6
 …③

①に代入して，a + 6 + a $ 
a

6
2

2

 = 26

 a2 - 20a + 36 = 0

 ] a - 2 g] a - 18 g = 0

 a = 2，18

③より，a = 2のとき， r = 3

a = 18のとき，r = 
3
1

 

よって，求める 3つの数は，
2，6，18 答 2，6，18

確 認 問 題 11 次の問いに答えよ。

⑴　数列 12，b，
3
16

 が等比数列であるとき，bの値を求めよ。

⑵　等比数列をなす 3つの数があって，その和は 19で，積は 216である。この 3つの数を求めよ。

⑶　数列 a，4 3  ，bが等比数列になり，数列 a， b

2
 ，- 8が等差数列になるとき，a，bの値を求めよ。

⑷　異なる 3つの数 a，b，cが a，b，cの順序で等差数列になっていて，b，c，aの順序で等比数列になって
いる。 a，b，cの和が 12であるとき，a，b，cの値を求めよ。

Point 11 等比中項

解答２ 等比数列をなす 3つの数を a，b，cとすると，

条件より，
b2 = ac …①
a + b + c = 26　…②
abc = 216 …③

①，③より，b3 = 216 

 b3 = 63

 b = 6

①より，ac = 36 …④
②より，a + c = 20 …⑤
④，⑤より，a ] 20 - a g = 36

 a2 - 20a + 36 = 0

 ] a - 2 g] a - 18 g = 0

 a = 2，18

④より，a = 2のとき， c = 18

a = 18のとき，c = 2

よって，求める 3つの数は，
2，6，18 答 2，6，18
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等比数列の和……初項 a，公比 rの等比数列の初項から第 n項までの和を Snとすると，
 Sn = a + ar + ar 2 + …… + ar n - 2 + ar n - 1

- g  rSn =  ar + ar 2 + …… + ar n - 2 + ar n - 1 + ar n

 ] 1 - r g Sn = a + 0  + 0  + …… + 0  + 0  - ar n

すなわち， ] 1 - r g Sn = a ] 1 - r n g 
よって，1 - r ] 0，すなわち r ] 1のとき，Sn = 

g]1
r

a r

1

n

-
-

1 - r = 0，すなわち r = 1のとき，Sn = a + a + a + …… + a = na

 n個

したがって，初項 a，公比 r，項数 nの等比数列の和 Snは，

 r ] 1のとき，Sn = 
] ga r

r

1
1

n-
-

 = 
] g1
r

a r

1

n

-
-

 r = 1のとき，Sn = na

例 初項 5，公比- 3，項数 nの等比数列の和は，

] g] g ,"5 1 3

31

n

--

- -
 = 

4
5

 " 1 - ] - 3 gn , 
等比数列 1，4p，16p2，64p3，……，4n pnの和を求めよ。

解き方 公比 ] 1と公比 = 1の場合に分けて考える。また，項数に注意する。

解  答 この等比数列は初項 1，公比 4pの等比数列で，一般項（第 n項）は 1 $ ] 4p gn - 1 = 4n - 1 pn - 1であるか
ら，末項の 4npnは第 ] n + 1 g項である。
よって，その和は，

 4p ] 1，すなわち p ] 
4
1

 のとき，
"] g ,1 4 1

p

p

4 1

n 1$

-

-+

 = 
] g4 1

p

p

4 1

n 1

-
-+

 4p = 1，すなわち p = 
4
1

 のとき，1 + 1 + 1 + …… + 1 = n + 1

] n + 1 g個
 

答
 

p ] 
4
1

 のとき，
] g4 1

p

p

4 1

n 1

-
-+

p = 
4
1

 のとき，n + 1

確 認 問 題 12 次の問いに答えよ。

⑴　次の等比数列の和を求めよ。

①　初項 1，公比- 3，項数 5 ②　初項 6，公比 
2
1

 ，項数 6

⑵　次の等比数列の初項から第 n項までの和を求めよ。
①　9，36，144，576，…… ②　7，- 0.7，0.07，- 0.007，……

⑶　次の等比数列の和を求めよ。

①　7，14，28，……，896 ②　1，
5
1

 ，
25
1

 ，……， 1
5n

③　x，- x2，x3，……，] - 1 gn - 1 xn ④　1， p

3
 ， p

9

2

 ， p

27

3

 ，……， p

3n

n

1

1

+

+

Point 12 等比数列の和
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16 1 等差数列・等比数列

和から一般項を求める……初項 a，公比 r，項数n，末項 l，和Snのうちのいくつかがわかれば，l = ar n - 1，

Sn = 
g]1

r

a r

1

n

-
-

 （r ] 1）を使って等式ができ，残りの要素が求められる。

初項から第 3項までの和が 15，初項から第 6項までの和が- 105である等比数列の初項と公比を
求めよ。

解き方 和の公式から aを消去し，rを求める方法と，a + ar + ar 2 + …… + ar n - 1 = Snから，aを消去し，
 rを求める方法の 2通りの解法がある。

解答１ 初項を a，公比を r，初項から第 n項
までの和を Snとする。
 r = 1のときは条件を満たさないので，

r ] 1

S 3 = 15より，
] g

r

a r

1
1 3

-
-

 = 15 …①

S 6 =- 105より，
] g

r

a r

1
1 6

-
-

 =- 105　…②

②より， ] g ] g1 1
r

a r r

1

3 3

-
-+

 =- 105

これに①を代入して，
15 ] 1 + r 3 g =- 105

 r 3 =- 8 

 r 3 = ] - 2 g3

 r =- 2

①より，a = 5

よって，初項は 5，公比は- 2である。
 答 初項は 5，公比は- 2

確 認 問 題 13 次の問いに答えよ。

⑴　次のような等比数列において，〔　〕内のものを求めよ。
①　初項が 7，公比が 2，和が 441　〔項数〕

②　公比が 
3
1

 ，初項から第 5項までの和が 121　〔初項〕

③　初項が- 3，末項が- 768，和が- 513　〔公比と項数〕

⑵　次の等比数列において，初項と公比を求めよ。
①　初項から第 3項までの和が 7，初項から第 6項までの和が- 182

②　初項から第 3項までの和が 13，第 4項から第 6項までの和が- 832

③　第 2項が 6，初項から第 3項までの和が 19

Point 13 等比数列の和の利用

解答２ 初項を a，公比を r，初項から第 n項までの和
を Snとすると，
S 3 = 15より，

a + ar + ar 2 = 15 …①
S 6 =- 105より，
 a + ar + ar 2 + ar 3 + ar 4 + ar 5 =- 105　…②
②より，

a + ar + ar 2 + r 3 ] a + ar + ar 2 g =- 105

これに①を代入して，
15 + 15r 3 =- 105

 r 3 =- 8 

 r 3 = ] - 2 g3

 r =- 2

①より，a = 5

よって，初項は 5，公比は- 2である。
 答 初項は 5，公比は- 2
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171 等差数列・等比数列

毎年の初めに一定の金額 a円を，年利率 rの 1年ごとの複利で積み立てるとき，n年後の年末にお
ける積立金の元利合計 Sを求めよ。

解き方 1年後，2年後，3年後，…… の元利合計は a ] 1 + r g，a ] 1 + r g2，a ] 1 + r g3，…… となる。

解  答 各年の初めに積み立てた元金 a円は，
それぞれ右のようになるから，元利
合計 Sは，

S = a ] 1 + r g + a ] 1 + r g2 + …… + a ] 1 + r gn （円）
これは，初項 a ] 1 + r g，公比 1 + r，項数 nの等比数列の和で，

S = ] g] g" ] g ,
1 1

1 1 1

r

a r r n

+ -

+ + -
 

= 
] g " ] g ,1 1 1

r

a r r n+ + -
 （円） 答 S = 

] g " ] g ,1 1 1

r

a r r n+ + -
 円

右の図のように，+XOY = 60°となる 2つの半直線 OX，OYに接する
円 O1，O2，O3，……，Onがある。円 Ok + 1 （k = 1，2，……，n - 1）は，
円 Okに外接しており，円 O1の半径を aとする。このとき，円 Onの半
径 rnを求めよ。

解き方 数列 " rn ,は等比数列となることが予想される。
 rkと rk + 1の関係を調べ，rk + 1 = p rkとなる定数 pを見つける。

解  答 右の図において，Ok Ok + 1 = rk + rk + 1

Ok H = rk - rk + 1

　+Ok Ok + 1 H = 30cより，Ok Ok + 1 = 2Ok H

よって，rk + rk + 1 = 2 ] rk - rk + 1 g 
 rk + 1 = 

3
1

 rk　（k = 1，2，……，n - 1）

また，　r1 = a

したがって，数列 " rn ,は初項 a，公比 
3
1

 の等比数列であるから，

rn = a $ c 
3
1

 mn - 1

 = 
a

3n 1-  答 rn = 
a

3n 1-

確 認 問 題 14 次の問いに答えよ。

⑴　年利率 3 %の 1年ごとの複利で，毎年の初めに 4万円ずつ 5年間積み立てるとき，5年後の年末における
元利合計を求めよ。ただし，1.035 = 1.159とし，100円未満を切り捨てよ。

⑵　毎年の初めに一定額ずつ積み立てて，10年間で 100万円にしたい。年利率 2 %，1年ごとの複利のとき，
いくらずつ積み立てるとよいか。ただし，1.0210 = 1.219とし，100円未満を切り上げよ。

⑶　右の図のように，+XOYの 2辺 OX，OY上にそれぞれ点A1，A2，A3，
……，および点 B1，B2，B3，…… を，A1 B1，A2 B2，A3 B3，…… はすべて
OYに垂直，B1 A2，B2 A3，B3 A4，…… はすべて OXに垂直であるようにと
り，OA1 = 5  ，OB1 = 2とする。iAn Bn An + 1の面積 anを求めよ。

Point 14 等比数列の応用

O

a

Y

X

O1
O2

O3

30c

O

H

Y

X

Ok

rk-rk+1
rk

rk+1
Ok+1

A4
A3
A2
A1

B1B2B3O Y

X

 1年後  2年後  n年後
a ] 1 + r gn

a ] 1 + r g2

a ] 1 + r gn - 1

a ] 1 + r gn - 2 a ] 1 + r gn - 1

a ] 1 + r g2

……
……

 h h

a ] 1 + r g
a ] 1 + r g

a ] 1 + r g
a ] 1 + r g

] n - 1 g年後
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18 1 等差数列・等比数列

1 次の問いに答えよ。 2Point

⑴　次の等差数列 " an ,の一般項を求めよ。
①　100，91，82，…… ②　初項が- 12，第 7項が 30

⑵　公差が- 3，第 6項が 10である等差数列がある。- 53はこの数列の第何項か。

⑶　第 5項が 52，第 14項が 160である等差数列がある。500を超えない最大の項は第何項か。

2 次の問いに答えよ。 3 4Point ・

⑴　数列 1，a，- 5，bが等差数列であるとき，a，bの値を求めよ。 

⑵　等差数列をなす 3つの数がある。その和は 9で，平方の和は 77である。この 3つの数を求めよ。

⑶　一般項が 4n - 1で表される数列 " an ,に対し，一般項が bn = 3a2nである数列 " bn ,は等差数列であること
を示せ。また，等差数列 " bn ,の初項と公差を求めよ。

3 次の問いに答えよ。 5 6Point ・

⑴　次の等差数列の和を求めよ。
①　初項 70，公差- 25，項数 14 ②　4，11，18，……，235

⑵　初項が 38，公差が- 4の等差数列において，初項から第何項までの和が 198になるか。

⑶　1から 200までの自然数のうち，次のような数の和を求めよ。
①　7で割ると 4余る数 ②　5で割り切れない数

⑷　2桁の自然数のうち，3，4のいずれでも割り切れない数の和を求めよ。

4 次の等差数列 " an ,の一般項を求めよ。 7Point

⑴　初項が 50，末項が- 27，和が 138

⑵　初項が- 1，第 10項から第 15項までの和が 17

⑶　初項から第 5項までの和が 12，初項から第 20項までの和が- 12
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191 等差数列・等比数列

5 初項が 88，第 29項が- 52である等差数列 " an ,がある。この数列の初項から第 n項までの和を Snとする
とき，Snが最大になるときの nの値と，その最大値を求めよ。 8Point

6 an = 3n，bn = 4n + 1 （n = 1，2，…… ）で定義される 2つの数列 " an ,，" bn ,のどちらにも現れる値のうち，
 500以下になるものの個数とその総和を求めよ。 9Point

7 次の等比数列 " an ,の一般項を求めよ。 10Point

⑴　3，- 
4
3

 ， 3
16

 ，…… ⑵　初項が 
1
50

 ，第 3項が 
2
1

⑶　第 2項が- 3，第 5項が 648 ⑷　第 3項が 48，第 7項が 243

8 次の問いに答えよ。 11Point

⑴　等比数列をなす 3つの数があって，その和が 39，積は 1000であるという。この 3つの数を求めよ。

⑵　3つの数 1，a，bが等差数列をなし，b2，a，1が等比数列をなすとき，a，bの値を求めよ。

9 次の問いに答えよ。 12 13Point ・

⑴　次の等比数列の和を求めよ。

①　初項 18，公比 
3
1

 ，項数 4 ②　5，- 10，20，……，1280

③　4x，16x2，64x3，……，4n + 3 xn + 3 ④　1，p - 1，] p - 1 g2，……，] p - 1 gn

⑵　次の等比数列において，〔　〕内のものを求めよ。ただし，③では公比は負の数であるとする。
①　初項が 2，公比が 3，和が 728　〔項数〕

②　第 3項が 8，初項から第 3項までの和が 14　〔初項と公比〕

③　初項から第 4項までの和が- 15，第 5項と第 6項との和が- 48　〔初項と公比〕

10 毎年の初めに一定額ずつ積み立てて，10年間で 50万円にしたい。年利率 3 %，1年ごとの複利のとき，いく
らずつ積み立てるとよいか。ただし，1.0310 = 1.343とし，100円未満を切り上げよ。 14Point

SAM
PLE



20 1 等差数列・等比数列

1 次の問いに答えよ。

⑴　第 3項が 15，第 10項が 43である等差数列において，第何項が初めて 100を超えるか。

⑵　数列 20，x，y，10の逆数を項とする数列 
20
1

 ，
x

1
 ，

y

1
 ， 1

10
 が等差数列であるとき，x，yの値を求めよ。

⑶　等差数列をなす 5つの数があって，その和は 45，平方の和は 445である。この 5つの数を求めよ。

⑷　数列 a，b，cが等差数列をなし，a：c = 5：3ならば，数列 a2，b

2

2

 ，- c2も等差数列をなすことを証明せよ。

⑸　0 1 i 1 rとする。数列 sin i，sin 2i，sin 3iが等差数列をなすとき，iを求めよ。

2 次の問いに答えよ。

⑴　2つの数 5と kの間に 4個の数を入れて，この順で等差数列になるようにする。この 6個の数の和が 120

であるとき，数 kの値と公差 dを求めよ。 （福井工業大）

⑵　100から 1000までの自然数のうち，3の倍数ではあるが，7の倍数ではない数の和を求めよ。 （山形大）

⑶　初項が 3，公差が dの等差数列がある。初めの n項の和が，次の n項の和の 
3
1

 に等しいとき，dの値を

求めよ。 （早稲田大）

⑷　初項が 87，第 29項が- 53である等差数列がある。この数列の各項の絶対値を項とする数列の第 30項ま
での和を求めよ。

⑸　各項が整数の等差数列がある。この数列の初項から第 n項までの和を Snとするとき，Snは n = 10のとき
最大値 500をとるという。この数列の初項と公差を求めよ。 （群馬大）

⑹　aと bを整数とする。aと bの間にあり，分母を 5とする既約分数の総和を求めよ。 （中央大）

⑺　an = 3n - 2，bn = 4n + 1，cn = 7n （n = 1，2，3，…… ）で定義される 3つの数列 " an ,，" bn ,，" cn ,のど
れにも現れる値のうち，1000以下となるものの個数を求めよ。 （横浜国立大）
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211 等差数列・等比数列

3 次の問いに答えよ。

⑴　数列 2  - 1，1， 2  + 1，3 + 2 2  ，…… の一般項 anを求めよ。

⑵　数列 a，b，2，c，18は，各項が正の等比数列である。このとき，a，b，cの値を求めよ。

⑶　an = 3n，bn = 5nとするとき，cn = an bnで定められる数列 " cn ,は等比数列であることを証明せよ。

⑷　等比数列 " an ,に対して，数列 " an + 2an + 1 ,は初項 3，公比 2の等比数列になるという。このとき，数列
" an ,の一般項を求めよ。 （東京理科大）

⑸　三角形の 3辺の長さが小さい順に等比数列をなすとき，その公比 rの満たすべき条件を求めよ。ただし，
 r 2 1とする。

⑹　- 1 1 a 1 0 1 bとする。3つの数- 1，a，bは適当な順に並べると等差数列になる。また，ある順に並べ
ると等比数列にもなる。このとき，a，bの値を求めよ。 （足利工業大）

4 初項 a，公差 dの等差数列 " an ,と，初項 b，公比 rの等比数列 " bn ,があり，数列 " cn ,は cn = an + bnに
より定まる数列とする。a，b，d，rがすべて正の整数で，c1 = 4，c2 = 9，c3 = 17のとき，次の問いに答え
よ。 （東京女子大）

⑴　a，b，d，rの値を求めよ。

⑵　数列 " cn ,の初項から第 n項までの和を求めよ。

5 初項 a，公比 rの等比数列 " an ,において，a1 1 a2，a1 + a2 + a3 = 42，a1 a2 a3 = 512とする。ただし，a，
 rは実数である。次の問いに答えよ。 （県立広島大）

⑴　初項 aと公比 rを求めよ。

⑵　Sn = a1 + a2 + …… + an （n = 1，2，3，…… ）とするとき，Sn 2 105を満たす最小の nを求めよ。ただし，
 log10 2 = 0.3010，log10 3 = 0.4771とする。

6 次の問いに答えよ。

⑴　1000万円を年利率 6 %で借り，返済は 1年後を第 1回とし，その後毎年等額ずつ支払い，10年間で返済
を完了する。毎年支払う金額は何円か。ただし，1.0610 = 1.791とし，1000円未満を切り上げよ。

⑵　半径 rの内接円をもつ正三角形A1 B1 C1の外接円の半径を r1とする。一般に，半径 rn - 1の内接円をもつ
正三角形をiAn Bn Cnとし，その外接円の半径を rnとする（n = 2，3，…… ）。iAn Bn Cnの面積を Snとす
るとき，S1 + S2 + …… + Snを求めよ。 （南山大改）
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74 5 数列のまとめ

数列のまとめ5

1 次の問いに答えよ。また，空欄に当てはまる数や式を答えよ。

⑴　初項が- 10，第 10項が 17の等差数列の公差は  。 （法政大）

⑵　第 53項が- 47，第 77項が- 95である等差数列がある。この数列において，第何項が初めて負の数にな
るか。 （福岡教育大）

⑶　等差数列をなす 3つの数があり，それらの和が 27で，積が 704である。この 3つの数を求めよ。
 （徳島文理大）

⑷　1から 100までの自然数の和は  である。また，/
k = 1

n

 k 2 200となるような最小の自然数 nは  で

ある。 （北海道工業大）

⑸　初項 99，公差- 5の等差数列で初項から第 n項までの和が最大となるのは nが  のときである。ま
た，そのときの和を求めると  である。 （東北学院大）

⑹　初項 a，公差 dの等差数列 " an ,に対して Sn = /
k = 1

n

 akとおく。S10 =- 5，S16 = 8が成り立つとき，

 a =  ，d =  であり，S1，S2，S3，……，S50の中の最小値は  である。 （昭和薬科大）

⑺　2桁の自然数のうち，3または 7で割り切れる数の和は  であり，3でも 7でも割り切れない数の和は
 である。 （立教大）

⑻　等比数列の第 2項が 54，第 5項が 16のとき，初項 a1は  ，公比は  ，一般項 anは  とな
る。 （静岡理工科大）

⑼　3個の数 2，a，bはこの順に等差数列をなし，3個の数 a，b，9はこの順に等比数列をなすとき，
 a =  ，b =  または a =  ，b =-  である。 （摂南大）

⑽　数列 " an ,は等比数列をなし，a1 + a2 + a3 + a4 = 4 ] a1 + a3 g = 80を満たしている。 （広島工業大）

①　一般項 anを求めよ。

②　/
k = 1

n

 akを求めよ。

入試問題研究 （基本編１）
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755 数列のまとめ

2 次の問いに答えよ。また，空欄に当てはまる数や式を答えよ。

⑴　数列 1 $ 3，3 $ 4，5 $ 5，7 $ 6，…… の初項から第 n項までの和を求めよ。 （関西学院大）

⑵　nを奇数として，S = 12 - 22 + 32 - 42 + …… - ] n - 1 g2 + n2を考える。n = 2m - 1とおくと，Sは和の記

号 /  を用いて，S = /
k = 1

m

 ] 2k - 1 g2 -  と表せるので，Sはmの式として求めることができ，それを nの

式に直せば，S =  となる。 （東京歯科大）

⑶　自然数の列 2，4，7，11，16，…… において，45番目の数は  である。 （昭和薬科大）

⑷　数列 " an ,の初項から第 n項までの和 Snが Sn = n3 - 21n2 + 110n （n F 1）であるとき，一般項 anを求めよ。
 （佐賀大）

⑸　数列 1，- 1 + 2，1 - 2 + 22，- 1 + 2 - 22 + 23，…… の第  項は 1365である。 （中京大）

⑹　数列の和 
7 9

1
$

 + 
11

1
9$

 + 
1

11 13$
 + …… + 

1
99 101$

 を計算して既約分数 
b

a
 で表すと，a =  ，

 b =  である。 （北海道工業大）

⑺　数列 " an ,を an = 
n n

1

1+ +
 （n = 1，2，3，…… ）と定めるとき，" an ,の初項から第 143項までの和

は  となる。 （早稲田大）

⑻　nを自然数とするとき， （山形大）

①　等式 ] g ] g1 3n n n

1
+ +

 = a c 
n

1
 - 
n 1

1
+

 m + b c 
n 1

1
+

 - 
n

1
3+

 mがすべての nに対して成り立つような，

定数 a，bを求めよ。

②　①の結果を利用して，和 Sn = 
1

1 2 4$ $
 + 

1
2 3 5$ $

 + …… + ] g ] g1 3n n n

1
+ +

 を求めよ。

⑼　qxu ] 1のとき，1 + 2x2 + 3x4 + …… + nx2 ] n - 1 gの和を求めよ。 （創価大）

⑽　1，2，2，3，3，3，4，4，4，4，…… と自然数 nを n個ずつ並べていった数列において，第 200項は 

 であり，また，初項から第 200項までの和は  である。 （愛知工業大）

⑾　数列 
2
1

 ，
3
2

 ，
3
1

 ，
4
3

 ，
4
2

 ，
4
1

 ，
5
4

 ，
5
3

 ，
5
2

 ，
5
1

 ，…… について， （昭和女子大）

①　 19
25

 は第何項か。

②　初項から 
19
25

 までの総和を求めよ。
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76 5 数列のまとめ

3 次の問いに答えよ。また，空欄に当てはまる数や式を答えよ。

⑴　初項 a1 = 0，漸化式 an + 1 - an = 
] g1n n

2
-

 + 1 （n = 1，2，3，…… ）で与えられる数列 " an ,の一般項を求
めよ。 （中部大）

⑵　a1 =- 1，an + 1 =- 3an + 8 （n = 1，2，3，…… ）で定義される数列がある。このとき，数列 " an ,の一般
項は an =  となる。 （神戸薬科大）

⑶　数列 " an ,を a1 = 1，an + 1 = 3an + 4n （n = 1，2，3，…… ）によって定める。数列 " bn ,を
 bn = an + 1 - an （n = 1，2，3，…… ）によって定めると数列 " bn ,は漸化式

bn + 1 =  bn + 　（n = 1，2，3，…… ）
を満たす。したがって，数列 " bn ,の一般項は  であり数列 " an ,の一般項は  である。（同志社大）

⑷　数列 " an ,が，a1 = 1，an + 1 = 
a

a

1n

n

+
 （n = 1，2，3，…… ）で定義されているとき， （早稲田大）

/
k = 1

100

 ak ak + 1 = a1 a2 + a2 a3 + …… + a100 a101 = 

⑸　a1 = 1，5an an + 1 = an - an + 1で定義される数列 " an ,の a2，a3の値を求めよ。また，anを nで表せ。
 （摂南大）

⑹　次の関係式で定められる数列 " an ,の一般項を求めよ。 （信州大）

a1 = 4，an + 1 = 4an - 2n + 1　（n = 1，2，3，…… ）

⑺　数列 " an ,の初項から第 n項までの和 Snが Sn = - 
3
1

 an + 5n - 
3
7

 を満たすとする。このとき，数列 " an ,
の一般項を求めよ。 （日本大）

⑻　数列 " an ,が a1 = 1，an + 1 = 
a a a

2
n1 2 ……+ + +
 （n = 1，2，3，…… ）で定義されているとき，an （n F 2）

を nの式で表すと an =  である。 （関西学院大）

⑼　a1 = 1，a2 = 4，an + 2 = - an + 1 + 2an （n = 1，2，3，…… ）によって定められる数列 " an ,の一般項は
 an =  である。 （慶應義塾大）

⑽　数列 " an ,，" bn ,について，
a1 = 1

b1 = 2
 ，　

an + 1 = an + 2bn

bn + 1 = 2an + bn

 ，　（n = 1，2，3，…… ）

の関係がある。 （東北学院大）

①　an + bnを nの式で表すと，  である。

②　anを nの式で表すと，  である。
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775 数列のまとめ

4 次の漸化式で与えられる数列 " an ,について，あとの問いに答えよ。 （甲南大）

a1 = 1，an + 1 = 
2

1
 an

2

⑴　a2 + a3を求めよ。

⑵　bn = log2 anとおくとき，数列 " bn ,の一般項を求めよ。

⑶　数列 " an ,の一般項を求めよ。

5 箱の中に，数字の 1が書かれたカードと数字の 2が書かれたカードが，それぞれ 1枚ずつ入っている。この
箱の中から 1枚のカードを取り出し，数字を記録して箱に戻す。これを n回繰り返したとき，記録された数
字の和が 3の倍数である確率を Pnとする。次の問いに答えよ。 （富山大）

⑴　P1，P2を求めよ。

⑵　Pn + 1を Pnを用いて表せ。

⑶　Pnを nを用いて表せ。

6 次の問いに答えよ。

⑴　nを自然数とするとき，23n - 2 + 3nは 5の倍数であることを数学的帰納法によって証明せよ。 （会津大）

⑵　正数 a，b，x，yを考える。a + b = 1ならば，すべての自然数 nに対して不等式
] ax + by gn E axn + byn

が成立することを証明せよ。 （慶應義塾大）

7 an = 
!2

1
 + 

!3
2

 + 
!4

3
 + …… + ] g1 !n

n

+
 とする。次の問いに答えよ。 （小樽商科大）

⑴　n = 1，2，3，4に対して，anを求めよ。

⑵　数列 " an ,の一般項を推定し，それが正しいことを数学的帰納法により証明せよ。

8 数列 " an ,を a1 = 1，a2 = 2と関係式
an + 2 = 3an + 1 - an　（n = 1，2，3，…… ）

で定めるとき，次の問いに答えよ。 （横浜国立大）

⑴　an 1 an + 1 （n = 1，2，3，…… ）が成り立つことを証明せよ。

⑵　an + 1
2 + 1 = an an + 2 （n = 1，2，3，…… ）が成り立つことを証明せよ。
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1 次の問いに答えよ。

⑴　初項が a1で，公差 dが整数である等差数列 " an ,が，2つの条件
A　a3 + a5 + a7 = 93

B　an 2 100となる最小の nは 15である
を満たすとする。このとき，公差 dは ア  であり，初項 a1は イ  である。

また，/
i = 1

n

 ai 2 715となる最小の nは ウエ  である。

⑵　等差数列 " an ,に対して，Sn = /
k = 1

n

 akとおく。ここで，初項 a1 = 38，第 ] m + 1 g項 am + 1 = 5，Sm + 1 = 258と

する。このとき，m = アイ  であり，公差は ウエ  である。
また，Snは n = オカ  のとき最大となり，その最大値は キクケ  である。

⑶　bn = pn + qで表される数列 " bn ,に対して，初項から第 n項までの和を Snとする。

 b7 = 1，S12 = 10ならば，p = 
ア
イ

 ，q = 
ウエ
オ

 であり，S1 + S2 + …… + S12 = 
カキ
ク

 である。

⑷　公差 dの等差数列 " an ,の初項 a1から第 n項までの和 Snを定数 p，q，rを用いて，

Sn = pn2 + qn + r （n = 1，2，3，…… ）と表す。このとき，p = 
ア
イ

 d，r = ウ  である。

特に，p = 2，q = 3となるのは，a1 = エ  のときであり，一般項は an = オ  n + カ  である。

これより，a1 a2 + a2 a3 + …… + an an + 1 = 
ス

サシキク ケコn2 +n ] n + g

a a

1

1 2

 + 
a a

1

2 3

 + …… + 
a a

1

n n 1+

 = 
タソ] n + gセ

n
 が成り立つ。

2 次の問いに答えよ。

⑴　等比数列 18，- 6 3  ，6，…… の第 6項は 
エ

アイ ウ
 であり，初項から第 15項までの奇数番目の

項の和は 
オカキク
ケコサ

 である。

⑵　初項が 0でない等比数列 " an ,が a1 + 2a2 = 0を満たしている。このとき，公比は 
アイ
ウ

 である。

 a1 + a2 + a3 = 
4
9

 ならば，a4 + a5 + a6 = 
エオ
カキ

 であり，
a

1

1

 + 
a

1

2

 + …… + 
a

1

n

 = 57となるのは，n = ク  

のときである。

入試問題研究 （基本編２）
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⑶　数列 " bn ,の各項から定数 cを引いて得られる数列は，公比 2の等比数列である。

 b3 = 7，b4 = 11であるとき，c = ア  ，b1 = イ  である。また，/
k = 1

10

 bk = ウエオカ  である。

⑷　等比数列 " bn ,の初項 b1と公比 rは正の数とし，Tn = /
k = 1

n

 bkとおく。この数列 " Tn ,は 5T2 = 4T4を満たす

とする。ここで，T4 = ] r 2 + ア  g T2であるので，数列 " bn ,の公比は r = 
イ
ウ

 である。

さらに pを定数とし，Un = p + Tnとおく。p = エオ  b1であるならば，数列 " Un ,は等比数列となる。

3 pを 0でない実数とし，数列 " an ,の初項から第 n項までの和 Snが，Sn = pn2 - pn + p + 3で表されている。
このとき，a1 = p + ア  ，a2 = イ  p，a3 = ウ  pである。次の問いに答えよ。

⑴　" an ,が等差数列のとき，p = エオ  であり，an = カキ  n + ク  となる。

さらに，/
k = 1

10

 ] k + 1 g ak = ケコサシス  である。

⑵　" bn ,を公比 rの等比数列とし，b1 = a1，b2 =- 2a2，b3 = 3a3とする。このとき，r = セソ  ，p = タ  

である。また，/
k = 1

n

 bk 2 900となる nのうちで最小のものは チ  である。

4 10項からなる 2つの数列
2，4，6，8，10，12，14，16，18，20

2，4，8，16，32，64，128，256，512，1024

を横と縦に並べる。それぞれの数列から項を 1つずつ
選び，積を表にする。右の表はその一部分が書かれて
いる。次の問いに答えよ。

⑴　太枠内の一番上に現れる数の和 4 + 8 + …… + 40は
アイウ  である。

⑵　太枠内の一番左に現れる数の和 4 + 8 + …… + 2048

は エオカキ  である。

⑶　太枠内に現れるすべての数の和は クケコサシス  である。

⑷　太枠内の左上から右下に向かう対角線の部分に現れる数の和を Sとすると，
S - 2S = 2 $ 2 + 2 $ 22 + 2 $ 23 + …… + 2 $ 2 セソ  - 20 $ 2 タチ  が成り立つので，S = ツテトナニ  である。

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

2 4 8 40

4 8 16

8

16

32

64

128

256

512

1024 2048 20480
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5 自然数の列 1，2，3，4，…… を，次のように群に分ける。
1 ; 2，3，4，5 ; 6，7，8，9，10，11，12 ; ……

第 1群 第 2群 第 3群

ここで，一般に第 n群は ] 3n - 2 g個の項からなるものとする。第 n群の最後の項を anで表す。
⑴　a1 = 1，a2 = 5，a3 = 12，a4 = アイ  である。

an - an - 1 = ウ  n - エ 　（n = 2，3，4，…… ）
が成り立ち

an = 
オ
カ

 n キ  - 
ク
ケ

 n　（n = 1，2，3，…… ）

である。
よって，600は，第 コサ  群の小さい方から シス  番目の項である。

⑵　n = 1，2，3，…… に対し，第 ] n + 1 g群の小さい方から 2n番目の項を bnで表すと

bn = 
セ
ソ

 n タ  + 
チ
ツ

 n

であり

b

1

n

 = 
テ
ト

 c 
n

1
 - 

ナn +

1
 m 

が成り立つ。これより

/
k = 1

n

 
b

1

k

 = 
ニ n

ネヌ n +
　（n = 1，2，3，…… ）

となる。

6 " an ,を初項 a1が 1で公比が 
3
1

 の等比数列とする。数列 " an ,の偶数番目の項を取り出して，数列 " bn ,を
 bn = a2n （n = 1，2，3，…… ）で定める。Tn = /

k = 1

n

 bkとおく。

⑴　" bn ,も等比数列であり，その初項は 
ア
イ

 ，公比は 
ウ
エ

 である。

したがって，Tn = 
オ
カ

 c 1 - 
キ
ク n

 mである。
また，積 b1 b2 …… bnを求めると，b1 b2 …… bn = 

ケ
コ n2  となる。

⑵　次に，数列 " cn ,を cn = 2n $ bn （n = 1，2，3，…… ）で定め，Un = /
k = 1

n

 ckとおく。

サ  cn + 1 - cn = シ  bn　（n = 1，2，3，…… ）
が成り立つから

/
k = 1

n

 ] サ  ck + 1 - ck g = シ  Tn　 …①

である。また，この左辺の和をまとめ直すと，Un，cn + 1，c1を用いて

/
k = 1

n

 ] サ  ck + 1 - ck g = ス  Un + セ  cn + 1 - ソ  c1　…②

と表される。

①と②より，Un = 
タチ
ツテ

 - 
ツテ

ニヌトナ n +
 $ 

ネ n

1
 となる。
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7

⑴　数列 " pn ,は次を満たすとする。
p1 = 3，pn + 1 = 

3
1

 pn + 1　（n = 1，2，3，…… ）　…①

数列 " pn ,の一般項と，初項から第 n項までの和を求めよう。まず，①から

pn + 1 - 
ア
イ

 = 
3
1

 c pn - 
ア
イ

 m　（n = 1，2，3，…… ）

となるので，数列 " pn ,の一般項は，pn = 
1

エ n - 2ウ  $
 + 

オ
カ

 である。

したがって，自然数 nに対して，/
k = 1

n

 pk = 
キ
ク

 c 1 - 
ケ n

1
 m + 

コ n

サ
 である。

⑵　正の数からなる数列 " an ,は，初項から第 3項が a1 = 3，a2 = 3，a3 = 3であり，すべての自然数 nに対して

an + 3 = 
a

aa

n

nn

2

1+

+

+
 …②

を満たすとする。また，数列 " bn ,，" cn ,を，自然数 nに対して bn = a2n - 1，cn = a2nで定める。
数列 " bn ,，" cn ,の一般項を求めよう。まず，②から

a4 = 
a

a a

3

1 2+
 = シ  ，　a5 = 3，　a6 = 

ス
セ

 ，　a7 = 3

である。したがって b1 = b2 = b3 = b4 = 3となるので
bn = 3　（n = 1，2，3，…… ） …③

と推定できる。
③を示すためには，b1 = 3から，すべての自然数 nに対して

bn + 1 = bn　 …④
であることを示せばよい。このことを数学的帰納法を用いて証明しよう。
［1］　n = 1のとき，b1 = 3，b2 = 3であることから④は成り立つ。
［2］　n = kのとき，④が成り立つ，すなわち

bk + 1 = bk　 …⑤
と仮定する。n = k + 1のとき，②の nに 2kを代入して得られる等式と，2k - 1を代入して得られる等
式から

bk + 2 = 
タ k + 1

ck + ソ k + 1
 ，　ck + 1 = 

ツ k + 1

チ k +ck

となるので，bk + 2は，bk + 2 = 
k + 1 gk + 1 g] ナト k + 1テ k +

bk + ck

 と表される。

したがって，⑤により，bk + 2 = bk + 1が成り立つので，④は n = k + 1のときにも成り立つ。
［1］，［2］により，すべての自然数 nに対して④の成り立つことが証明された。
したがって，③が成り立つので，数列 " bn ,の一般項は bn = 3である。

次に，②の nを 2n - 1に置き換えて得られる等式と③から

cn + 1 = 
3
1

 cn + 1　（n = 1，2，3，…… ）

となり，c1 = ニ  であることと①から，数列 " cn ,の一般項は，⑴で求めた数列 " pn ,の一般項と等しくな
ることがわかる。
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82 5 数列のまとめ

1 次の問いに答えよ。また，空欄に当てはまる数を答えよ。

⑴　自然数からなる等差数列がある。この等差数列の項の最大値は 27で，項の和は 75である。この等差数列
を求めよ。 （岐阜薬科大）

⑵　第 2項 a2が- 62で，第 10項 a10が初めて正になる公差が整数の等差数列 " an ,がある。この数列の公差
は  である。初項から第 n項までの和が 38になるとき n =  である。また，初項からある項まで
の和の絶対値の最小値は  である。 （東北工業大）

⑶　初項 a （a 2 0），公比 rの等比数列がある。この数列の初項から第 n項までの中で最大数は 96であり，そ
の和は 189である。また，初項から第 2n項までの和は 12285である。このとき，この数列の初項 aと公比 r

を求めよ。 （東京理科大）

⑷　3つの数 a，b，ab （a 1 0 1 b）は適当に並べると等差数列になり，また，適当に並べると等比数列にもな
るという。a，bを求めよ。 （群馬大）

2 次の問いに答えよ。

⑴　1と 400の間にある 3の倍数で，連続する 2つの自然数の積に分解できるものの和を求めよ。
 （福島県立医科大）

⑵　正の整数 a，bに対して，N = 2a $ 3bとするとき，Nの正の約数の総和 Sを求めよ。 （大阪女子大）

⑶　pは素数，m，nは正の整数でm 1 nとする。mと nの間にあって，pを分母とする既約分数の総和を求
めよ。 （同志社大）

3 次の問いに答えよ。

⑴　数列 
6
1

 ， 1
9

 ， 1
14

 ， 1
21

 ， 1
30

 ，…… の一般項を求めよ。 （城西大）

⑵　公比 rの等比数列 " an ,に対して，Sn = a1 + a2 + a3 + …… + an，Tn = a1 + 2a2 + 3a3 + …… + nanとおく。
いま，a2 = 6，a5 = 162とするとき，a1，r，Sn，Tnを求めよ。 （東北工業大）

⑶　数列 " an ,の初項 a1から第 n項 anまでの積 Pnが ] g! 1 !n n

1
+

 で与えられるとき，" an ,の初項から第 n項

までの和 Snを求めよ。ただし，a1 = 
2
1

 とする。 （山梨大）

入試問題研究 （応用編）
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4 次の空欄に当てはまる数を答えよ。 （玉川大）

/
i = 1

n

 c /
k = i

n

 k mは，　/
i = 1

n

 c /
k = i

n

 k m = 1 + 2 + 3 + …… + ] n - 1 g + n

+ 2 + 3 + …… + ] n - 1 g + n

+ 3 + …… + ] n - 1 g + n

　h

+ ] n - 1 g + n

+ n

となるから，/
i = 1

n

 c /
k = i

n

 k m = /
k = 1

n

 k  = 
1

 n ] n + 1 g]  n + 1 gである。

5 初項が a1，公差が dの等差数列 " an ,と，初項が b1，公比が rの等比数列 " bn ,がある。ただし，b1 ] 0，

 r 2 0とする。cn = 
b

a

n

n
 （n = 1，2，3，…… ）で定められる数列 " cn ,において，c1 =- 8，c2 =- 1，c3 = 1

であるとき，次の問いに答えよ。 （中京大）

⑴　rを求めよ。

⑵　数列 " cn ,の一般項を求めよ。また，数列 " cn ,の初項から第 n項までの和を求めよ。

6 自然数 kに対し，ak = ] g
] g] g1

k k

k k

1
2

3
3 3

+
+ +

 で与えられる数列を考える。次の問いに答えよ。 （群馬大）

⑴　/
k = 1

n

 akを nの式で表せ。

⑵　数列 " ak ,から b1 = a1，b2 = a2 + a3 + a4，b3 = a5 + a6 + a7 + a8 + a9，…… のように，奇数個ずつの akの

和をとり数列 " bk ,を考えるとき，/
k = 1

n

 bk F 675となる最小の nの値を求めよ。

7 数列 " an ,を，2でも 3でも 5でも割り切れない自然数を小さい順に並べてできた数列とする。すなわち，
 a1 = 1，a2 = 7，…… である。このとき，次の問いに答えよ。 （お茶の水女子大）

⑴　第 10項 a10を求めよ。

⑵　第 500項 a500を求めよ。

⑶　数列 " an ,の初項から第 8k項までの和を求めよ。ただし，kは自然数とする。

8 条件 0 E m E 500，0 E n E m  を満たす整数の組 ] m，n gはいくつあるか。 （学習院大）

SAM
PLE
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9 0と 0の間に挟まれる 2の個数を 1つずつ増加させる，という規則で数列
0，2，0，2，2，0，2，2，2，0，2，2，2，2，0，……

を作る。この数列の，初項から第 n項までの和が初めて 2002に等しくなるときの nの値を求めよ。
 （兵庫医科大）

10 実数 xに対し，6 x @を x以下の最大の整数とする。たとえば，6 2 @ = 2，; 
5
7

 E = 1である。数列 " ak ,を
ak = ; k

5
3

 E　（k = 1，2，3，…… ）

と定めるとき，次の問いに答えよ。 （三重大）

⑴　a1，a2，a3，a4，a5を求めよ。

⑵　ak + 5 = ak + 3 （k = 1，2，3，…… ）を示せ。

⑶　自然数 nに対して，/
k = 1

5n

 akを求めよ。

11 a1 = 2，an + 1 =- 2an + 3 （n = 1，2，3，…… ）で定められる数列 " an ,を次のような群に分ける。このとき，
あとの問いに答えよ。 （福島大）

a1 ; a2，a3，a4 ; a5，a6，a7，a8，a9 ; a10，a11，a12，a13，a14，a15，a16 ; a17，……
第 1群 第 2群 第 3群 第 4群 第 5群

⑴　第 10群に含まれる項の個数を求めよ。

⑵　数列 " an ,の一般項を求めよ。

⑶　an = 1025となる項 anは第何群に含まれているか求めよ。

⑷　第 k群 （k = 2，3，…… ）に含まれる項の平均値を求めよ。

12 自然数 1，2，3，…… を右図のように並べていくとき，次の問いに答えよ。
 （宮崎大）

⑴　左からm番目，上からm番目の位置にある自然数をmを用いて表せ。

⑵　90は左から何番目，上から何番目の位置にあるか。

⑶　自然数 nを
n = k2 + l　（kは負でない整数，1 E l E 2k + 1）

と表すとき，nは左から何番目，上から何番目の位置にあるか。k，lを用いて表せ。

1 2 5 10 17

4 3 6 11 18

9 8 7 12

16 15 14 13
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13 次の問いに答えよ。 （横浜国立大）

⑴　kを 0以上の整数とするとき， x
3

 + 
y

2
 E kを満たす 0以上の整数 x，yの組 ] x，y gの個数を akとする。

 akを kの式で表せ。

⑵　nを 0以上の整数とするとき， x
3

 + 
y

2
 + z E nを満たす 0以上の整数 x，y，zの組 ] x，y，z gの個数を

 bnとする。bnを nの式で表せ。

14 a1 = 1，a2 = 6ならびに 2 ] 2n + 3 g an + 1 = ] n + 1 g an + 2 + 4 ] n + 2 g an （n = 1，2，3，…… ）で定義される数
列 " an ,について，次の問いに答えよ。 （鳥取大）

⑴　bn = an + 1 - 2anとおくとき，bnを nの式で表せ。

⑵　anを nの式で表せ。

⑶　初項から第 n項までの和 Sn = a1 + a2 + …… + anを求めよ。

15 どの項も 0でない数列 " an ,に対し，２次方程式 an x2 - an + 1 x + an + 2 = 0の 2つの実数解 pn，qnが qn = 2pn

を満たすとし，a1 = a2 = 1とする。次の問いに答えよ。 （同志社大）

⑴　p1を求めよ。 ⑵　pn + 1を pnで表せ。

⑶　pnを求めよ。 ⑷　anを求めよ。

16 数列 " an ,において，初項から第 n項までの和を Snとするとき，
a1 = 1，　2an + 1 = 2an + Sn　（n = 1，2，3，…… ）

が成り立つものとする。次の問いに答えよ。 （大阪市立大）

⑴　bn = an + 1 - 
2
1

 anとおくとき，bnを nの式で表せ。

⑵　anを nの式で表せ。

17 3つの文字 a，b，cを繰り返しを許して，左から順に n個並べる。ただし，aの次は必ず cであり，bの次
も必ず cである。このような規則を満たす列の個数を xnとする。たとえば，x1 = 3，x2 = 5である。次の問
いに答えよ。 （一橋大）

⑴　xn + 2を xn + 1と xnで表せ。

⑵　yn = xn + 1 + xnとおく。ynを求めよ。

⑶　xnを求めよ。

SAM
PLE



86 5 数列のまとめ

18 1，2，3の番号のついたカードがそれぞれ 1枚ずつある。この中からカードを任意に 1枚取り出し番号を確
認し，またもとに戻すという操作を n回繰り返す。出た番号を順に a1，a2，……，anとするとき，次の問い
に答えよ。 （立教大）

⑴　a1，a2，……，anの中に 1，2，3がすべて入っている確率を求めよ。

⑵　a1 E a2 E …… E anとなる確率を求めよ。

⑶　a1 + a2 + …… + anが 4の倍数である確率を求めよ。

19 数列 a1，a2，……，an，…… がある。すべての正の整数 kに対して，

a1 + a2 + …… + ak = 
k

2
 ] a1 + ak g

が成り立つとする。次の問いに答えよ。 （愛媛大）

⑴　d = a2 - a1とおくとき，a3を a1と dを用いて表せ。

⑵　数列 a1，a2，……，an，…… は等差数列であることを数学的帰納法によって証明せよ。

20 次の問いに答えよ。 （関西大）

⑴　A，Bを正の数とするとき，不等式 1 - ] A + B g 1 ] 1 - A g] 1 - B gを証明せよ。

⑵　2 E n，0 1 pi 1 1 （ i = 1，2，……，n）のとき，次の不等式を数学的帰納法を用いて証明せよ。
1 - ] p1 + p2 + …… + pn g 1 ] 1 - p1 g] 1 - p2 g …… ] 1 - pn g 

21 a，bを a ] 0，a ] 1，b ] 0，b ] 1を満たす実数とする。数列 " un ,を
u1 = 1，　un + 1 = aun + bn　（n = 1，2，3，…… ）

によって定めるとき，一般項 unを推定し，その推定が正しいことを数学的帰納法を用いて証明せよ。
 （愛媛大）

22 数列 " an ,を
a1 = 1，　a2 = 2，　an = an - 1 + an - 2　（n = 3，4，5，…… ）

により定義すると，anは整数である。次の問いに答えよ。 （津田塾大）

⑴　この数列の連続する 3つの項の和は常に偶数であることを示せ。

⑵　Sn = /
j = 1

n

 ] - 1 g j aj =- a1 + a2 - …… + ] - 1 gn anとおくと，

Sn = ] - 1 gn an - 1　（n = 2，3，4，…… ）
が成り立つことを示せ。
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23 次の問いに答えよ。 （大阪府立大）

⑴　自然数 nに対して sn = /
k = 1

n

 
k

2k
 とする。このとき数学的帰納法により，sn = 

n

2
2 2

n

n 1 - -+

 であることを示せ。

⑵　a1 = 0，a2 = 1とし，自然数 nに対して，an + 2 - 3an + 1 + 2an = n + 1を満たす数列 " an ,について，次の問
いに答えよ。
①　bn = an + 1 - anとするとき，数列 " bn ,が満たす漸化式を求めよ。

②　bnを⑴で与えた snを用いて表せ。

③　数列 " an ,の一般項 anを求めよ。

24 関数 f ] x g = 
2 1
2 1x

x

+
-

 について，次の問いに答えよ。 （大阪府立大）

⑴　f c 
2
1

 mを求めよ。

⑵　f ] 2x g = 
2 f ] x g

1 + " f ] x g,2
 を示せ。

⑶　すべての自然数 nに対して bn = f c 
2
1
n  mは無理数であることを，数学的帰納法を用いて示せ。ただし，有

理数 r，sを用いて表される実数 r + s 2  は s ] 0ならば無理数であることを，証明なく用いてもよい。

25 中心が y軸上にある半径 r1の円 C1が放物線 y = x2に 2点で接している。
Cn （n = 2，3，…… ）は y軸上に中心をもち，放物線 y = x2に接する半径
 rn （n = 2，3，…… ）の円で，Cn - 1と図のように外接している。r1 = 1と
するとき，rnを nの関数で表せ。 （名古屋市立大）

26 f ] x g = x3 - 
2
7

 x2 + 
2
7

 xとして数列 " an ,を a1 = 
3
4

 ，an + 1 = f ] an g （n = 1，2，3，…… ）で定めるとき，次

の問いに答えよ。 （東京海洋大）

⑴　f ] x gは区間 
5
4

 E x E 
3
4

 で減少することを示せ。

⑵　
5
4

 E an E 
3
4

 （n = 1，2，3，…… ）を示せ。

⑶　
3
1

 c 
25
9

 mn - 1

 E qan - 1u E 
3
1

 c 
16
9

 mn - 1

 （n = 1，2，3，…… ）を示せ。

y=x2

O

y

x

C3

C2

C1

r3

r2

r1
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